
市議会議員へのアンケート回答
新しく選出されました八王子市市議会議員の皆様へのアンケートを実施した結果、公明党の西本氏、生活者ネットワークの前田氏・木田氏、諸派の若林氏より返答をいただきました。
いただいた貴重なご意見を一覧で掲載いたします。様々なご意見、問題提起をいただきました。今後の活動の参考にさせていただくとともに、今後とも連携をしながら誰もが住みやすい街づくりを目指していきたいと思います。
ご回答をいただいた皆様、お忙しいところを大変にありがとうございました。（回答は201911007現在）

お名前 防災について バリアフリー化について 差別について 共生型社会 就労について 福祉サービス 働く人のメンタルヘルスケ
アについて

その他

西本　和也 平成３０年１２月より、八王子市では災害等における停
電時に電力を確保するため、在宅人工呼吸器使用者に
対し、自家発電機の給付をはじめました。
今後は、痰の吸引など生活の中で電源を必要とする
ケースに対応できるよう、自家発電機給付対象者の拡
大を目指します。

また、災害時において最も必要とされるものの一つとし
て、「正しい情報」があげられますが、市が発信する防
災行政無線の内容を自動的に電源が入り瞬時に受信
する「防災行政無線ラジオ」の導入を目指したいと考え
ています。市内には約６００か所の防災行政無線が設
置されていますが、場所によっては自宅で聞こえづらい
ところもあることから、防災ラジオが有効であると考えま
す。

医療的ケアについては、日ごろからかかりつけ医との連
携が必要であることから、具体的な課題などはご提案
いただけると有難く存じます。

情報の格差をなくす情報
のバリアフリー化は、大変
に重要な課題であると認
識しています。
精神障害の方や知的障害
の方に、しっかりと寄り
添ってサポートする心ある
対応が必要であると考え
ます。
地域ケアシステムが動き
始めたところですが、介護
を主とした高齢者対策と
いった側面だけではなく、
支援を必要とするすべて
の方を対象として、地域で
支えあっていける仕組み
づくりが必要ではないで
しょうか。その枠組みの中
で、成年後見制度など従
来の制度を活用しつつ、
情報の格差をなくすバリア
フリーの取り組みが行わ
れるようになっていければ
よいのではないかと考え
ます。

お互いを知る努力を惜し
んではいけないと考えま
す。
そうした風土を作っていき
たい。

地域を支えている中核と
なる方々との連携が重要
であると考えます。
地域の核としては、町会・
自治会、民生児童委員、
行政委員、住民協議会、
地域包括支援センターな
どがあげられます。
これらの関係する方々と、
継続的な意見交換を行っ
ていかれてはいかがで
しょうか。

障害の有無にかかわら
ず、どなたも自分に合った
（希望する）職業を見つけ
ることは難しいのではない
でしょうか。
そのうえで申し上げます
が、雇用の条件の充実を
目指していくことが先ず求
められることであると考え
ます。
障害者の方々も、多いに
働いてもらいたいと思って
います。

福祉サービスの拡大・拡
充は、大変に大切な課題
であると考えています。
やはり、この課題について
も地域で検討を重ねていく
ことが必要ではないでしょ
うか。

福祉現場で従事されてい
る方々のお給料を増額す
る必要があると考えていま
す。
１０月から、税と社会保障
の一体改革の本丸であ
る、消費増税が始まりま
す。これを財源として、福
祉の現場にもしっかりと財
源を回していくことが必要
と思っています。

障害者手帳をお持ちの知
り合いの方から、手帳方
式ではなく、カード（免許証
サイズ）方式にしてほしい
とのご相談を寄せてこられ
たのですが、東京都の回
答は、障害者団体はどの
ようにお考えであるかと逆
に東京都から聞かれまし
た。
ご意見をお聞かせくださ
い。
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前田佳子　木田彩 ・生活者ネットワークは、災害時の対応や防災施策とし
ての避難計画に福祉的視点を取り入れることを政策に
している。
・まずは防災計画や備蓄品の選択など防災・災害施策
をつくるときに当事者の声をきくことを基本姿勢にした
い。
・避難計画や避難所運営マニュアルには必ず障がい者
の意見を取り込み、必要に応じて改定　していくことが
大事。

・ハード面のバリアフリー
は、2018年に施行された
バリアフリー新法の考えに
のっとり建物・交通機関な
ど一体的に進めていく必
要がある。
・いっぽう、こうした大がか
りな部分だけでなく日常を
暮らす地域での細やかな
バリアフリー化、例えば歩
道の段差や公共施設の使
いやすさというハード整備
のほか、手話通訳や音声
案内、ＩＣＴを活用した案内
板（タブレットを含む）など
コミュニケーション手段の
選択肢を増やすなど、ソフ
ト面からのバリアフリーも
市として進めていく必要が
ある。
・また、声かけや同行支援
という人対人のささえあい
のしくみは地域だからこそ
できること。こうした施策の
推進も当事者の方のニー
ズが何なのか声を聴いて
こそできることなので、共
に考えていくことが大事。
・日頃からハード・ソフト両
面からのバリアフリー化を
すすめておくことが前述の
防災にもつながると考え
る。

・障害者差別禁止条例（障
害のある人もない人も共
に安心して暮らせる八王
子づくり条例）の理念を実
現化していくためには、市
が条例に沿った施策をす
すめていくことが重要。そ
れをチェックするのが議会
の仕事なので、当事者の
人たちと共に点検してい
く。
・移動手段の確保、情報
伝達、コミュニケーション
手段の確保、医療及びリ
ハビリテーション、保育、
教育、療育と条例の実現
化に向けてチェックしてい
く。
・また、合理的配慮の実践
や差別意識の解消は障が
いのない人や事業者の理
解と行動にかかっている
ので、共に考える場づくり
も必要。

・障がい者の支援サービ
スから介護保険サービス
に移行することで使えない
サービスが生じ、生活に
支障が出ることがあるとい
う話は聞いている。そうな
らないように制度をつなぎ
保障していくのが自治体
行政の仕事。
・その人が自分らしく生き
る、ために必要なのが支
援サービス。縦割りを超
え、人が制度に合わせる
のでなく、人が幸せに生き
るために制度があるという
発想でチェックしたい。

・中央省庁の障がい者雇
用率水増しは生活者ネッ
トワークとしても許されな
いこととして抗議の声明を
出している。
・障がい者の雇用は、働く
環境を整え体制を整える
ことにも意味があり社会全
体の働き方の見直しにも
つながると考える。単なる
数字あわせでの雇用でな
く、その人らしさを見つめ
て共に働くという意味も併
せ障害のある人とない人
が一緒に働くことは大切。
・地域では仕事づくりとい
う面でも新しい雇用の場を
作り出せる。たとえば農福
連携で八王子の農業に障
がい者が入り、加工品生
産や販売で連携して事業
として成立させ、賃金も支
払うというつながりを地域
で作れるとよい。

・自立のスタイルはいろい
ろある。就労による経済的
な独立だけが自立ではな
く、その人に必要なサポー
トを受けながら、持ってい
る力を活かし生活していく
ことが大事
・生活の場である八王子
で安心して暮らせる福祉
サービスを確保することは
市の責任であり、一人ひと
りが力を発揮できるように
したい。

・福祉は人が相手の仕事
であり、心の余裕や体力
の余裕が必要。労働時間
や賃金など働く人の条件
を整えることが大事で必
要に応じて東京都や国に
も要望したい。
・人材育成や人材不足解
消の視点では、福祉の現
場で働きたい人を増やす
ためにも障害のある人と
ない人の接点を子どもの
ころから増やし、理解を深
めることが重要。

児童扶養手当を受けてい
た人が、障害者年金を受
け取ると手当を遡って返
金しなくてはいけないとい
う事例を聞いたが、障害
者の自立生活を妨げてい
る、制度の課題がある。

生活者ネットワークで、昨
年、農福連携バスツアー
を行い、大企業の障害者
雇用の取り組みの様子
や、生活協同組合が行っ
ている福祉施設の取りくみ
を見学に行きました。誰も
がその人らしく地域で暮ら
せるように赤ちゃんから障
害者、高齢者まで幅広い
事業に取り組んでおり、人
生でのすべてのステージ
で必要とされる支援、応援
をしていきたいというお話
を伺い、八王子市への提
案につなげていけたらと
思っています。

末筆ながら、アンケートの
回答が遅くなりましたこと
を深くお詫び申し上げま
す。
　　　　　　　　　　　　八王子
・生活者ネットワーク　前
田佳子　木田彩
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若林 修 近隣市との姉妹都市としての提携を進めることが大切と
感じます。
災害時、直ぐに医療ケアを再開する為には、場合によっ
ては、被害を受けていない市、特に姉妹都市であれば
余計受け入れを迅速に対応して頂けると感じます。
また、近隣市にもまたがる災害時には、近隣市への移
動も難しくなるので、自家発電機が大切となります！
日頃から医療ケア継続する為に、必要な電力を確保す
る為の電力量を把握し、適切な自家発電が可能となる
環境を、助成金等わからなを絡めて対応をする。

様々な障害をお持ちの方
に対応できるようにする為
には、必要な手続きが自
宅でも簡単にできるように
ICT化を進展させる必要
があると感じます！言葉
で全て伝えることで、様々
な手続きも可能となるシス
テム構築も近々可能にな
るのでは？

あらゆる事象を自分を基
準に、普通、普通じゃな
い。幸、不幸。このような
価値基準をいつのまにか
もってしまう！それが差別
の根本のように感じます。
受験戦争、出世街道を上
がってきている方々の中
で、苦労をされたことがな
い方は、常に他者との比
較が日々の中に潜在的に
出来上がっているはずで
す。他者との比較は、上下
関係に繋がり、差別を助
長する！
他者との比較、上下関係
で社会が回っている限り
差別はなくならない！
日本の未来、子々孫々の
為にどのような八王子や
日本にするかということを
考えるように、先人の知恵
を学ぶことが大切で、時間
はかかるが、差別の根源
を改めることにつながると
感じます。

様々な障害をお持ちの方
や、生活困窮されている
方々が、集まりやすい拠
点をつくり、そこでは、相
互に支えあい、相互に貢
献し合う場とし、衣食住の
適切な支援が受けられる
ような場とする！そのよう
な場を行政との連携のも
と、構築する。

農業との連携が解決の糸
口と感じます。人材不足の
中、様々な役割が必要と
なる農業は、なり手が減
少する傾向があります！
有機無農薬で栽培する事
を基本とする農業を行うこ
とで、収益性を高め、その
食材を幼稚園、保育園、
小中学校で使用して、子
供達にとってより良い食を
頂く機会を増やし、需要と
供給のバランスを保ちな
がら、仕事を確保する！
様々な障害をお持ちの方
でも、何らかのお仕事を担
当できる仕組みや、自ら
の食も確保しやすくなる。

先に述べました、農業との
連携により、屋内の作業を
担当して頂く体制を整える
ことで、動くことじたい難し
い方にも適切な役割を
担って頂くように体制を整
える。

福祉現場では、全てを提
供することから、その施設
利用者に、何らかの役割
を担って頂き、また、施設
周辺の方々に携わって頂
き、周辺地域の方々と共
生する環境を整えること
で、仕事を抱えすぎる傾向
を減少させることに繋が
り、少しでも負担を減らす
ことに繋がると感じます！

障害児、者、生活困窮者、
ひきこもり、孤立しがちな
お年寄り、子供、外国市民
が気楽に立ち寄れて、そ
こでは、衣食住の提供が
できるように整えられてい
る空き家等を活用した共
生ホームや共生農家が整
えられれば、障害をお持ち
の方も安心して、生涯に
わたり、一定の貢献しなが
らの生活が確保できると
感じます。そのような仕組
み作りがこれから大切と
感じます。
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